職種：リテール・サービス　　職務：小売業の販売支援
【概要】

　小売業が商品を販売する際、各種支援をする仕事。

【仕事の内容】

　小売業の販売支援の仕事は、大別すると以下のとおりである。

①支援内容の決定：小売業が商品を販売する際、どのような支援を必要としているか、その中で、自社が提供できる支援は何か、どの支援を提供するか検討・決定する。

②支援にかけるコストの管理：支援にかかるコスト（従業員・資材等）を適切にマネジメントする。

③支援の実施：①で策定した支援内容に沿って支援する。

④評価：行った支援をその実現率や効率性、小売業からの評価等をもとに評価する。

【求められる経験・能力】

（１）新卒採用の場合、大学や専門学校で、商業や流通、市場調査に関する専門知識を学習している場合と学習していない場合が考えられる。後者の場合、入社後はOJTまたは専門教育・自習などにより速やかに専門知識・技術を身につける必要がある。中途採用の場合は、当該業務の経験と専門知識が必要である。

（２）小売業界の近年の動向、店頭業務に関する知識（仕入れ～販売、商品開発、プロモーション、マーチャンダイジング、荷受・検品などの付随業務）などが求められる。

（３）小売業において、顧客のニーズに対応した商品を提供するため、幅広く情報を収集する情報探求力が求められる。調査結果を的確に分析する能力、プロモーションにおける企画力なども必要である。取引先と十分に議論し、企画立案・実行していかなくてはならないことから、高いコミュニケーション能力と対人スキルが要求される。また、企画書や調査結果報告書作成のため、OAスキルは必須である。

【関連する資格・検定等】

・販売士検定（日本商工会議所）　

・スーパーマーケット検定（S検）（（社）全国スーパーマーケット協会）　

・消費生活アドバイザー（（財）日本産業協会）　

・消費生活コンサルタント（（財）日本消費者協会）　

・小売業計数能力検定（（社）公開経営指導協会）　

・ＰＯＰ広告クリエイター技能審査試験（（社）公開経営指導協会）　

・商業施設士（（社）商業施設技術団体連合会）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

252　企画・調査事務員、281　営業・販売事務員

